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1 はじめに

インターネット上の動画像や文字情報などを含む様々

なコンテンツと放送コンテンツが融合し，閲覧中のコ

ンテンツとの関連性に応じて他のコンテンツが連動す

る情報システムの研究開発が盛んに行われている．本

研究では，ウェブ上や放送のコンテツに加えて，個人の

パソコンやスマートフォンなどに保存されているロー

カル上のコンテンツを利活用し，様々な情報を効果的

に収集あるいは発見することで，より高度な創造活動

や生活の支援の実現を目的とする．本稿では，利用者

向きの情報提供支援システム上で，様々なコンテンツ

が能動的情報資源として動作し，自律的に連携するた

めの機構とその試作について述べる．

2 関連研究

スマート TVなどに関連して，放送コンテンツとウェ

ブコンテンツの連携によって情報提供を実現するため

の研究開発が行われている．例えば，Hybridcast [1]で

は，放送番組とウェブコンテンツが連携し，利用者の

知りたい情報をテレビあるいはセカンドスクリーン上

に表示することが可能である．また，放送番組に関連

したコンテンツを推薦する研究 [2]などがある．一方，

映像，音声，位置情報を含むライフログ情報と TVコ

ンテンツとの連携に関する研究が行われている [3]．

既存研究では，放送コンテンツとウェブコンテンツ，

あるいはライフログ情報など，特定のコンテンツ間の

連携を扱っているため，システムに対応したコンテン

ツの形式を用意する必要がある．今後,多様なコンテン

ツが連携し，より高度なサービスを提供するためには，

形式の異なる様々なコンテンツが自律的に協調連携を

行うための枠組みが必要となる．

本研究では，放送やウェブ上のコンテンツだけでな

く，個人が PCや携帯端末等に保存しているコンテン

ツ (ローカルコンテンツ)が関連性に応じて透過的に連

携し，利用者へ情報提供を行うことが可能な異種コン

テンツの連携機構を提案する．
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図 1: AIRに基づく情報提供システム

3 異種コンテンツの連携機構

3.1 利用者指向情報提供システムの概要

能動的情報資源に基づく利用者指向情報提供システ

ムの例を図 1に示す．ウェブ上のコンテンツ，個人の

PCや携帯端末等に保存されているコンテンツが，能動

的資源 (AIR)として協調連携を行う．利用者の要求や

状況に応じて自律的にコンテンツ間の関連度を計算し，

関連性の高いコンテンツを提示する．能動的情報資源

(Active Information Resource(AIR))は，情報資源に知識

と機能を付加することで，能動的に情報資源が協調・連

携を行うための機構である [4]．

先行研究として，放送とウェブ上のコンテンツの連

携による情報提供システム [5]を開発してきた．しか

し，様々な形式のコンテンツを扱う枠組みがなく，異

種コンテンツを連携することができなかった．本稿で

は，主に放送コンテンツ，ウェブコンテンツに加えて，

ローカルコンテンツを扱うための異種コンテンツの連

携機構およびコンテンツ制御機能について述べる．

3.2 異種コンテンツの連携機構

異種コンテンツの連携機構は，主に，(1)情報提供機

能，(2)コンテンツ選択支援機能，(3)コンテンツ制御

機能から構成される．図 2に，連携機構の概要を示す．

(1)情報提供機能

各コンテンツの持つメタ情報の整合性を考慮したメ

タ情報セットを定義し，メタ情報の属性と属性値をAIR

の知識として付加する．さらに，メタ情報に基づく関

連度の算出知識をAIRに付加することで，各AIRが自

律的にコンテンツ間の関連度を求め，各コンテンツ間

の関連付けを行う．コンテンツの追加や削除，利用者

要求の変化に応じて，関連度を導出し，各 AIRが相互

に連携しつつ，関連性の高いコンテンツの提示を行う．

(2)コンテンツ選択支援機能
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図 2: 異種コンテンツの連携機構の概要

関連度算出処理に基づき，利用者が閲覧しているコ

ンテンツと関連性の高いコンテンツを提示する．関連

するコンテンツをシステム側から提示することで，利

用者は閲覧中のコンテンツと関連性のあるコンテンツ

を容易に閲覧することが可能となる．コンテンツはサ

ムネイル画像とタイトルを組としたアイコンで表示し，

アイコン間の距離を関連度に基づき可視化することで，

利用者がコンテンツ間の関連性を把握しながらコンテ

ンツの選択や閲覧を行うことが可能となる．

(3)コンテンツ制御機能

各コンテンツに関連するソフトウェアの起動や終了

の制御を行う．本システムでは，ウェブコンテンツに

加えて，利用者が保持する画像，音声，動画，ワープ

ロソフトや表計算ソフトで作成したドキュメントなど

を扱うため，利用者が利用する端末上でコンテンツに

該当するファイルを開くためのパス，ファイルの拡張

子に対応したアプリケーションの関連付けなどを管理

する．利用者がコンテンツを選択すると，該当するファ

イルおよび拡張子を参照し，各コンテンツに対応した

アプリケーションを起動する．また，アプリケーショ

ンの実行プロセスを管理し，要求に応じて，閲覧中の

コンテンツを終了するといった制御を行う．

4 設計と実装

異種コンテンツの連携機構の設計に基づき，利用者

が閲覧しているコンテンツと関連性のあるコンテンツ

の提示，選択したコンテンツの起動 (または再生)，終了

を行う試作システムを実装した．想定する環境として，

利用者は，リビングで TV(PCのディスプレイ)を閲覧

中であり，TVを操作するためのユーザインタフェース

として，タブレット端末を携帯しているものとする．タ

ブレット上に提示されるコンテンツを選択すると，該

当するコンテンツが TVに表示される．各コンテンツに

対応する AIRは，エージェントとして実装した．ロー

カルコンテンツの形式は，テキスト (txt)，ワード (doc)，

エクセル (xls, csv)，パワーポイント (pptx)，PDF(pdf)，

音声 (wav)，動画 (asx)，画像 (jpg, png)などに対応し，
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図 3: 試作システムの動作例

それぞれ約 10個用意した．コンテンツの選択を行うと，

情報提供機能によってコンテンツ間の関連性が算出さ

れ，関連性の高いコンテンツがタブレット端末上に提

示される．

図 3に，利用者が持つタブレット端末の動作例を示

す．図 3の左側のメニューは，利用者の要求を簡易的

に示したものである．関連度を算出する際の重みとし

て反映される．利用者がコンテンツを 1つ選択すると，

画面中央に選択したコンテンツのアイコン，周囲には，

関連するコンテンツのアイコンが表示される．利用者

に選択されたコンテンツは，PCのディスプレイ上に表

示される．ウェブコンテンツの場合はブラウザ，ロー

カルコンテンツの場合は，そのファイルに関連するア

プリケーション上で動作する．

以上より，利用者が選択したコンテンツに合わせて

ウェブコンテンツとローカルコンテンツが連携し，関

連度の高いコンテンツが提示できることを確認した．

5 おわりに

本稿では，様々なコンテンツが能動的情報資源とし

て自律的に連携するための機構の概要と試作システム

について述べた．今後は，連携機構の詳細設計および

定量的評価を行う予定である．
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